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の
研
究
所
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
。

F
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は
背
丈
が
１
３
０
㎝
程
度
と
低

い
た
め
、
収
穫
時
に
既
存
の
小
麦
な
ど
の

汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
が
利
用
で
き
る
。ま
た
、

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
効
果
を
持
つ
γ

-

リ
ノ
レ

ン
酸
の
含
有
率
が
４
％
と
栄
養
価
が
高

く
、
栽
培
解
禁
が
進
ん
だ
欧
州
や
カ
ナ
ダ

で
人
気
の
食
用
品
種
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
研
究
所
は
前
月
号
で

紹
介
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
靭
皮
繊
維
作
物

研
究
所
と
同
様
に
、
ヘ
ン
プ
の
産
業
化
に

陰
な
が
ら
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

北
極
圏
の
近
く
ま
で
栽
培
可
能

ヘ
ン
プ
は
熱
帯
か
ら
亜
寒
帯
ま
で
幅
広

い
気
候
地
帯
で
栽
培
で
き
る
作
物
だ
が
、

北
限
は
ど
こ
か
。
そ
の
答
え
は
、
バ
ビ
ロ

フ
研
究
所
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
栽
培
実
績
の
あ
る
最
北
の
地
は
、
シ

ベ
リ
ア
北
東
部
を
流
れ
る
コ
リ
マ
川
中
流

に
、平
均
気
温
が
最
も
高
い
７
月
で
13
℃
、

最
も
低
い
１
月
で
マ
イ
ナ
ス
38
℃
と
い
う

厳
寒
な
町
ス
レ
ド
ネ
コ
リ
ム
ス
ク
の
周
辺

（
北
緯
65
度
東
経
１
５
３
度
）
だ
。
当
然
、

栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
耐
寒
性
で
早
熟
性

の
品
種
で
、気
温
１
～
２
℃
で
発
芽
す
る
。

発
芽
し
た
種
子
は
、
24
時
間
以
内
な
ら
一

時
的
に
マ
イ
ナ
ス
15
℃
ま
で
耐
え
る
こ
と

が
で
き
、
初
期
の
成
長
期
は
マ
イ
ナ
ス
５

℃
の
霜
に
耐
え
ら
れ
る
。
北
極
圏
は
北
緯

66
度
33
分
以
北
だ
が
、
ヘ
ン
プ
栽
培
は
ほ

ぼ
そ
の
境
界
近
く
ま
で
可
能
な
の
だ
。

世
界
最
大
の
遺
伝
資
源
を
所
有

北
西
に
位
置
す
る
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
は
、
世
界
有
数
の
遺
伝
資
源
を
保

有
す
る
バ
ビ
ロ
フ
研
究
所
が
あ
る
。
遺
伝

資
源
の
父
と
称
さ
れ
る
植
物
遺
伝
学
者
バ

ビ
ロ
フ
の
名
前
を
冠
し
て
お
り
、
１
９
２

２
年
以
降
に
世
界
中
か
ら
収
集
さ
れ
た
１

５
５
科
４
２
５
属
２
５
３
２
種
32
万
品
種

の
種
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
。
ヘ

ン
プ
で
は
、
お
も
に
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
ド
イ
ツ
、
中
国
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
の
品
種
が
あ
る
。

西
洋
諸
国
が
61
年
の
麻
薬
単
一
条
約
を

き
っ
か
け
に
大
麻
禁
止
政
策
を
採
用
し
て

い
く
な
か
で
、
貴
重
な
遺
伝
資
源
（
約
１

４
０
０
品
種
）
を
保
有
し
続
け
た
が
、
89

年
の
ソ
連
崩
壊
に
伴
っ
て
存
続
の
危
機
を

迎
え
た
。
そ
こ
で
、
同
研
究
所
と
国
際
ヘ

ン
プ
協
会
（
Ｉ
Ｈ
Ａ
）
は
、
93
年
か
ら
の

５
年
間
に
６
万
６
０
３
０
ド
ル
（
約
８
０

０
万
円
）
を
か
け
て
ヘ
ン
プ
遺
伝
資
源
保

護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
種
子
は

年
々
発
芽
率
が
悪
く
な
る
た
め
、
５
年
に

１
回
は
栽
培
し
て
種
子
を
採
取
す
る
更
新

作
業
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
お
か
げ
で
多
く
の
種
子
が
更
新
さ

れ
、
い
ま
で
も
Ｖ
Ｉ
Ｒ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

見
る
と
４
９
１
品
種
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。た

と
え
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
95
年
に

開
発
さ
れ
たF
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の
親
品
種
は
こ

ロ
シ
ア
で
は
、
キ
エ
フ
大
公
国
（
ロ
シ

ア
最
古
の
国
家
、
９
～
12
世
紀
）
の
時
代

か
ら
農
業
は
主
要
な
産
業
で
あ
る
。
国
土

の
大
半
が
亜
寒
帯
及
び
寒
帯
の
気
候
区
分

に
属
し
て
お
り
、
首
都
の
モ
ス
ク
ワ
の
東

南
部
と
南
部
地
域
に
広
が
る
穀
倉
地
帯
で

は
、
小
麦
・
大
麦
等
の
穀
物
、
ビ
ー
ト
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ヒ
マ
ワ
リ
種
子
な
ど
が
栽

培
さ
れ
て
き
た
。

ヘ
ン
プ
は
、
花
粉
や
種
子
、
繊
維
の
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
、
約
１
万
１
５
０
０
年

～
１
万
２
０
０
年
前
の
最
後
の
氷
河
期
が

終
わ
る
頃
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
の
広
範
囲
に
短
期
間

で
栽
培
が
広
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
ヘ
ン
プ
の
原
産
地
と
さ

れ
て
い
る
中
央
ア
ジ
ア
と
地
理
的
に
近
い

こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
で
も
こ
の
頃
に
栽
培

が
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。
17
世
紀
以
降
、
ロ

シ
ア
産
の
ヘ
ン
プ
は
、
西
洋
世
界
の
需
要

の
80
％
を
占
め
、
良
質
な
繊
維
が
採
れ
る

こ
と
で
知
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
皇
帝
ナ
ポ

レ
オ
ン
に
よ
る
ロ
シ
ア
へ
の
戦
争
の
原
因

に
も
な
っ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。
ヘ
ン

プ
作
付
面
積
は
、
１
７
２
０
年
に
既
に
70

万
ha
、
１
９
２
８
年
に
最
大
ピ
ー
ク
の
96

万
ha
を
記
録
し
た
。
繊
維
は
お
も
に
帆
船

の
た
め
の
帆
布
や
ロ
ー
プ
、
衣
服
の
生
地

に
使
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
珍
し
い
牛
肉
や

豚
肉
の
脂
質
の
替
わ
り
に
、
ヘ
ン
プ
種
子

お
よ
び
ヘ
ン
プ
オ
イ
ル
が
重
要
な
食
用
脂

質
と
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

ロシア
かつてのヘンプ繊維産出大国で
小麦・ヒマワリに次ぐ第三の作物へ

第  回16
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な
お
、
同
国
の
お
も
な
生
産
地
で
あ
る

北
緯
45
～
55
度
の
中
央
ロ
シ
ア
で
あ
れ

ば
、
５
月
中
旬
に
播
種
し
、
繊
維
は
７
月

末
か
ら
８
月
上
旬
に
、
種
子
は
９
月
上
旬

に
そ
れ
ぞ
れ
収
穫
す
る
。
ち
な
み
に
、
日

本
最
北
端
の
北
海
道
稚
内
市
が
北
緯
45
度

に
位
置
す
る
の
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
厳

寒
な
地
域
で
も
ヘ
ン
プ
が
長
年
栽
培
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

20
年
の
栽
培
見
込
み
は
１
万
ha 

ロ
シ
ア
で
は
、
07
年
に
麻
薬
及
び
向
精

投
資
し
て
、
低
温
圧
搾
の
ヘ
ン
プ
オ
イ
ル

生
産
工
場
を
立
ち
上
げ
、
事
業
は
拡
大
中

だ
。一

方
、
18
年
４
月
に
は
、
ロ
シ
ア
農
業

省
で
第
２
回
全
ロ
シ
ア
部
門
別
会
議
「
ロ

シ
ア
に
お
け
る
大
麻
の
生
産
状
況
と
大
麻

開
発
の
展
望
」
が
開
催
さ
れ
、
ヘ
ン
プ
業

界
の
関
係
者
が
一
同
に
集
ま
っ
た
。
そ
の

場
で
同
国
の
農
業
省
は
、
連
邦
法
に
適
し

た
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
品
種
は
26
種
あ
り
、

１
ha
当
た
り
１
万
ル
ー
ブ
ル（
約
２
万
円
）

の
補
助
金
を
拠
出
し
、
ヘ
ン
プ
加
工
工
場

の
近
代
化
に
対
し
て
機
械
設
備
費
の
50
％

を
支
援
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
収
益
モ

デ
ル
（
表
１
）
に
よ
れ
ば
、
１
ha
当
た
り

の
収
益
は
17
万
～
21
万
円
に
な
る
。
現
地

の
小
麦
は
、
１
ha
当
た
り
収
量
が
２
～
５

ｔ
で
単
価
２
万
円
／
ｔ
で
販
売
し
た
場
合

の
４
万
～
10
万
と
比
べ
て
２
～
３
倍
の
価

値
に
相
当
す
る
。

モ
ス
ク
ワ
に
あ
る「
国

の
友
好
の
泉
」
に
は
、

か
つ
て
の
ソ
連
時
代
の

農
業
を
支
え
た
小
麦
や

ヒ
マ
ワ
リ
と
と
も
に
、

ヘ
ン
プ
が
英
雄
作
物
と

し
て
歴
史
に
名
を
刻
ん

で
い
る
（
図
２
）。
再
び

第
三
の
作
物
の
地
位
を

目
指
し
て
ロ
シ
ア
の
ヘ

ン
プ
産
業
が
動
き
始
め

て
い
る
。

神
物
質
に
関
す
る
連
邦
法
を
改
正
し
、
Ｔ

Ｈ
Ｃ（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）

濃
度
が
０
・
１
％
以
下
の
品
種
を
産
業
用

ヘ
ン
プ
と
定
め
た
。
Ｅ
Ｕ
が
０
・
２
％
未

満
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
が
０
・
３
％
以
下
な

の
で
、
よ
り
厳
し
い
基
準
で
あ
る
。
産
業

用
ヘ
ン
プ
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
後
、
09
年

に
は
２
つ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
で
合
わ
せ
て

僅
か
１
０
０
ha
だ
っ
た
が
栽
培
面
積
は
、

18
年
に
は
７
９
０
０
ha
、
20
年
に
は
１
万

ha
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
成
長
株
は
15
年
か
ら
18
年

ま
で
に
約
４
億
ル
ー
ブ
ル
（
約
６
億
５
０

０
０
万
円
）
を
投
資
し
て
創
業
し
た
コ
ノ

プ
レ
ッ
ク
ス
社
（K
onoplex

）
だ
。
モ

ス
ク
ワ
の
南
西
６
０
０
㎞
の
ペ
ン
ザ
に
拠

点
を
置
き
、
ロ
シ
ア
語
で
ヘ
ン
プ
を
意
味

す
る
コ
ノ
プ
リ
ャ
（K

onoplya

）
か
ら

社
名
を
付
け
た
。
初
年
度
の
15
年
に
は
１

０
０
万
ル
ー
ブ
ル
（
約
２
０
０
万
円
）
を

投
資
し
て
、
ぺ
ン
ザ
州
農
業
省
と
共
同
で

１
１
５
ha
に
２
ｔ
播
種
し
て
播
種
用
種
子

を
60
ｔ
確
保
し
た
。
18
年
に
は
３
５
０
０

ha
の
栽
培
を
行
な
い
、
食
用
（
種
子
・
オ

イ
ル
・
油
粕
）、
産
業
用
（
繊
維
・
セ
ル

ロ
ー
ス
）、
化
粧
品
、
医
薬
品
と
幅
広
い

分
野
に
７
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
を
展
開
し

て
い
る
。
女
性
経
営
者
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
・
ミ
レ
ー
ナ
を
中
心
に
役
員
全
員
を

女
性
で
占
め
、
加
工
会
社
を
含
め
る
と
40

人
規
模
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
。ま
た
、

18
年
初
め
に
約
５
０
０
０
万
ル
ー
ブ
ル
を

図１：ロシアのヘンプ関連地図

designed by Freepik

コノプレックス社
（ペンザ州）

ヘンプ栽培の北限
スレドネコリムスク周辺
（サハ共和国）

バビロフ研究所
（サンクトペテルブルグ）

国の有効の泉
（モスクワ） 北極圏

図２：モスクワの全ロシア博覧センターにある
「国の友好の泉」（1954年制作）

表１：ロシアでの産業用ヘンプの収益モデル（1ルーブル＝2.0円で換算）

産業用ヘンプ
（雌雄同株品種）

産業用ヘンプ
（雌雄異株品種） 小　麦

収穫部位 繊維 種子 茎 種子 茎 （穀粒）

収量（t/ha） 0.7 0.8 1.8 1.5 3.3 2～5

単価（円 /t） 180,000 80,000 16,000 80,000 16,000 20,000

収益（円 /ha）
126,000 64,000 28,800 120,000 52,800

40,000
～100,000

（合計）218,800 （合計）172,800


